
 

 
 

 

 

 

 

株式会社ユーグレナ（本社：東京都港区、代表取締役社長：出雲充）は、当社の強みである藻類大量

培養技術を活かして、DHA※1 を多く含み魚介風味が特徴の食品原料等として注目されている微細藻類で

ある「オーランチオキトリウム」の生産体制を構築し、沖縄県石垣市にて商業生産が可能になったた

め、食品原料販売および受託培養・生産を開始することをお知らせします。 

※1 DHA：ドコサヘキサエン酸。人間に必要な栄養素である必須脂肪酸の一つ。人間の体内で合成ことができないため、魚介類等から摂

取する必要がある 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

当社は、2005 年に世界で初めて微細藻類ユーグレナ（以下「ユーグレナ」）の食用屋外大量培養に成

功し、以来、食品や化粧品などヘルスケア商品の原料として活用しているほか、ユーグレナをはじめと

する微細藻類由来の油脂をバイオ燃料原料として活用する研究開発を推進しています。 

オーランチオキトリウムは、人間の必須栄養素の一つである DHA を豊富に含有しており、深い旨味

と程よい塩気のある魚介風味が特徴です。海洋環境の持続可能性が危惧される昨今において、環境保全

の観点からプラントベースのシーフード代替素材としての活用も期待されています。 

 

 当社はこれまで、社会課題解決の手段として複数の藻類の実用化・社会実装を検討しており、その一

つとしてオーランチオキトリウムの研究等を行っています※2,3,4,5,6。 

そしてこのたび、当社の強みである藻類大量培養技術を活かし、食品原料として利用可能なオーラン

チオキトリウムの生産体制を構築し、商業生産が可能になりました。 

生産したオーランチオキトリウムは食品原料として販売し、また、外部組織等からの依頼によるオー

ユーグレナ社、藻類大量培養技術の強みを活かし、 

新素材「オーランチオキトリウム」の生産体制を構築、商業生産開始 

食品原料販売および受託培養・生産、様々な用途での可能性を検討 

株式会社ユーグレナ 

2024 年 1 月 26 日 

オーランチオキトリウムの加工イメージ 

左：オーランチオキトリウムの粉末、右：オーランチオキトリウムの顕微鏡写真 



 
 

   

 

 

ランチオキトリウムをはじめとするラビリンチュラ類※7 の受託培養・生産も開始します。 

※2 2019 年 5 月「オーランチオキトリウムの大量生産技術を開発」 

https://www.naro.go.jp/laboratory/brain/sip/sip1_topix_4-5-01.pdf 

※3 2020 年 4 月 22 日「ユーグレナ社、リアルテック HD と JAXA が主導する「SPACE FOODSPHERE」プログラムに参画し、宇宙と

地球上における微細藻類培養技術と食料資源の開発を推進します」 

https://www.euglena.jp/news/20200422-1/ 

※4 2021 年 8 月 2 日「微細藻類オーランチオキトリウムを給餌することで、食用コオロギに含まれるドコサヘキサエン酸（DHA）の含

有量増加を確認しました」 

https://www.euglena.jp/news/20210802/ 

※5 2023 年 3 月 22 日「宇宙食 3.0 への挑戦！『2040 年サステナブルラーメン』を開発」 

https://www.euglena.jp/news/20230322/ 

※6 2024 年 1 月 18 日「ユーグレナ社と大阪行列 No.1 ラーメン店『人類みな麺類』が初コラボ」 

https://www.euglena.jp/news/20240118-2/ 

※7 ラビリンチュラ類：葉緑体を持たず海洋の有機物を分解・吸収する単細胞生物 

 

■当社生産のオーランチオキトリウムについて 

・オーランチオキトリウムは高脂質含有ゆえに粉状の加工に技術を要するが、オーランチオキトリウム

の藻体を丸ごと粉状に食品原料化 

・徹底した衛生管理により熱殺菌工程が省略可能になり、熱分解しやすい成分を壊さずそのまま含有 

・培養工程において完全食品対応かつ動物性資源不使用 

・アレルゲン特定原材料等 28 品目には該当せず、生産工程の原材料にも不使用 

生産場所：八重山殖産株式会社（沖縄県石垣市） 

生産規模：最大年産量 10ｔ以上 

風味：魚介類を感じさせる風味 

食品素材用途：サプリメント、シーズニング、代替シーフード素材など 

 

 

 

 

 

 

 

 

■オーランチオキトリウムとは 

オーランチオキトリウムは、ラビリンチュラ類※7に属する微細藻類です。2007 年に分類された比較的新

しい生物群であり、世界中の海水域またはマングローブ林などの汽水域に生息しています。脂質を高濃

度で蓄積し、中でも人間の体内で合成できない必須栄養素の一つである不飽和脂肪酸「ドコサヘキサエ

ン酸（DHA）」を多く生産・蓄積する特徴を持っています。魚介類に含まれる DHA は、主としてオーラ

ンチオキトリウム等の藻類・微生物を起点とした食物連鎖を通じて獲得されると言われており、生態系

だけでなく人々の食生活へも重要な役割を担うとされています。近年では、世界的な人口増加、養殖業

の拡大、気候変動の影響等による水産資源の減少危機などに対する懸念を背景に、 DHA のサステナブ

ルな供給源として、食品や水産養殖餌料の原料等としての期待が高まっています。また、油脂を高効率

で生成・蓄積することから、バイオ燃料の原料としての研究もなされています。 

オーランチオキトリウムの生産工程イメージ 

https://www.naro.go.jp/laboratory/brain/sip/sip1_topix_4-5-01.pdf
https://www.euglena.jp/news/20200422-1/
https://www.euglena.jp/news/20210802/
https://www.euglena.jp/news/20230322/
https://www.euglena.jp/news/20240118-2/


 
 

   

 

 

オーランチオキトリウムについて様々な研究が行われていますが、まだ解明されていない点も多くあ

ります。人と地球を健康にするために、当社はオープンイノベーションによりオーランチオキトリウム

の研究や利活用を引き続き推進していきます。 

 

 

＜株式会社ユーグレナについて＞ 

2005 年に世界で初めて微細藻類ユーグレナ（和名：ミドリムシ）の食用屋外大量培養技術の確立に成

功。「Sustainability First（サステナビリティ・ファースト）」をユーグレナ・フィロソフィーと定義

し、微細藻類ユーグレナ、クロレラなどを活用した食品、化粧品等の開発・販売、バイオ燃料の製造開

発、遺伝子解析サービスの提供、未利用資源等を活用したサステナブルアグリテック領域などの事業を

展開。2014 年より、バングラデシュの子どもたちに豊富な栄養素を持つユーグレナクッキーを届ける

「ユーグレナ GENKI プログラム」を、継続的に実施している。https://euglena.jp 
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